
保険料水準の統一に向けた検討の進め方 　　

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度以降令和元年度

医療費適正化等に係るインセンティブの実施

（状況に応じた解除要件の見直し）

制度の円滑な移行を目指す ～ 市町毎の医療費水準に応じた保険料から、将来的な保険料水準の統一へ～

検討スケジュール（予定）

国保運営方針（全市町合意）の考え方

○ 各市町の医療費水準に応じた

保険料率の設定

○ 段階的な統一【納付金算定における統一】

（インセンティブ導入による医療費適正化等の平準化促進）

○ 将来的な保険料水準の統一

（同一所得・同一保険料）

第１期 国保運営方針

～ 医療費水準等の平準化に向けた取組期間 ～

第２期 国保運営方針

～ 平準化に向けた取組の加速期間 ～

第３期 国保運営方針

～同一所得・同一保険料に向けた検討・移行期間～

○ 今後、「保険料水準 の統一（同一所得・同一保険料）」を具体的に目
指すためには、目標や工程を定め、計画的に取組を進めることが必要

○ 保険料水準の統一に向けては、医療費水準や収納率の平準化を図

ることが必要

○ 保険料水準の統一に向け、市町毎に異なる調整項目（※）の取扱い

について議論することが必要

（※）市町により異なる保健事業費や国調整交付金等

統一に向けた検討の視点
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と
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第２期 運営方針の検討

○各市町の進捗状況を踏まえ、

検討課題の再整理

○左記①～④の反映

運営方針及び工程に沿った取組目標・標準を目指した取組

第３期 運営方針の検討

○工程表に沿った取組の進捗状況

を踏まえ、保険料水準の統一に向

けた課題や統一時期等の検討

○同一所得・同一保険料に向けた

次期工程表の検討

運営方針及び次期工程に沿った取組

統一に向けて残された課題の整理・検討

○ 統一の対象外としている項目の取扱い
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医療費水準・収納率の平準化

に向けた目標検討

検
討
課
題
の
整
理

計画に沿った取組

① 目指す保険料統一の考え方

の整理

② 統一時期、工程表の検討

③ 医療費水準・収納率における

インセンティブの検討

（解除要件を含む）
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＜H30～R2年度＞ ＜R3～R5年度＞

④ 納付金算定項目以外の課題（被保険者証と高齢受給者証の

一体化等の事務の標準化・効率化等）の検討

※ WGにて検討

統一に併せて随時検討していく事項

検討課題の整理を踏まえた

取組計画の検討・策定

計画に沿った取組

＜保険料減額費用＞

保険者努力支援交付金や２号繰入金等

＜保険料増額費用＞

保健事業に係る費用や任意給付等

資料４


